
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
削
減
対
策

キ
リ
ン
ビ
ー
ル
が
国
内
工
場
に
導
入
し
た
ガ
ス
ボ
イ
ラ

　
国
内
で
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
削
減
の
取
り
組
み
が

一
段
と
進
展
し
て
い
る
。
産
業
界
で
は
生
産
や
物
流
を

は
じ
め
、
あ
ら
ゆ
る
部
門
で
地
道
な
活
動
を
推
進
し
て

お
り
、
カ
ー
ボ
ン
オ
フ
セ
ッ
ト

炭
素
の
相
殺

の
よ

う
な
市
場
原
理
を
活
用
し
た
手
法
も
浸
透
。
大
手
を
中

心
に
削
減
計
画
を
前
倒
し
で
達
成
す
る
企
業
も
出
て
き

た
。
日
本
が
こ
れ
ま
で
掲
げ
て
い
た
中
期
目
標
を
達
成

す
る
の
は
厳
し
い
状
況
だ
が
、
低
炭
素
社
会
の
重
要
性

に
対
す
る
認
識
に
揺
ら
ぎ
は
な
い
だ
け
に
、
今
後
も
さ

ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
の
強
化
が
期
待
さ
れ
る
。

国内クレジットとＪ―ＶＥＲの統合を検討する会合

市
場
原
理
活
用
手
法
が
浸
透

進む温室効果ガス削減

カ
ー
ボ
ン
フ
リ
ー
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
な
ど
が

手
が
け
る
リ
メ
イ
ク
品
の
ラ
ン
プ
シ
ェ
ー
ド

「国内クレジット」「Ｊ―ＶＥＲ」
制
度
統
合
で
利
便
性
向
上
へ

企業の温暖化対策活発化
代
替
燃
料
や
天
然
ガ
ス
活
用

　　 ２０１２年 平成２４年 ７月３１日 火曜日 （第２部） 　　 （ ）

　
地
球
温
暖
化
対
策
で
は
、

企
業
の
取
り
組
み
も
活
発
化

し
て
い
る
。
環
境
関
連
分
野

の
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
な
ど

を
手
が
け
る
カ
ー
ボ
ン
フ
リ

ー
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ

横

浜
市
中
区

と
廃
棄
物
の
リ

サ
イ
ク
ル
事
業
を
主
業
務
と

す
る
萬
世
リ
サ
イ
ク
ル
シ
ス

テ
ム
ズ

横
浜
市
金
沢
区

は
、
不
用
に
な
っ
た
衣
料
品

を
、
リ
メ
イ
ク
品
や
リ
サ
イ

ク
ル
燃
料
と
し
て
再
利
用
す

る
事
業
を
展
開
し
て
い
る
。

　
衣
料
品
販
売
会
社
の
バ
ー

ニ
ー
ズ
ジ
ャ
パ
ン

東
京
都

渋
谷
区

が
運
営
す
る
店
舗

「
バ
ー
ニ
ー
ズ
　
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
」
と
連
携
。
同
店
で
衣

料
品
を
下
取
り
し
、
萬
世
リ

サ
イ
ク
ル
シ
ス
テ
ム
ズ
に
搬

入
。
一
部
の
衣
料
品
に
つ
い

て
は
補
修
し
、
美
大
生
ら
が

別
の
衣
料
品
や
雑
貨
な
ど
に

作
り
替
え
る
。
こ
う
し
て
生

ま
れ
変
わ
っ
た
商
品
を
展
示

会
や
イ
ベ
ン
ト
で
販
売
し
、

売
り
上
げ
を
被
災
地
に
寄
付

す
る
。

　
衣
料
品
と
し
て
再
販
売
で

き
な
い
商
品
に
つ
い
て
は
細

か
く
破
砕
し
て
化
石
燃
料
の

代
替
燃
料
と
し
て
製
紙
メ
ー

カ
ー
に
提
供
。
さ
ら
に
燃
料

の
製
造
過
程
の
Ｃ
Ｏ
２
排
出

量
と
、
被
災
地
で
創
出
さ
れ

た
同
じ
分
量
の
ク
レ
ジ
ッ
ト

に
よ
る
カ
ー
ボ
ン
オ
フ
セ
ッ

ト
を
実
施
し
、
Ｃ
Ｏ
２
削
減

効
果
を
引
き
出
す
こ
と
も
狙

っ
て
い
る
。

　
個
々
の
企
業
に
と
っ
て

も
、
こ
れ
ま
で
と
同
様
に
地

球
温
暖
化
対
策
は
重
要
な
テ

ー
マ
だ
。
日
本
は
京
都
議
定

書
か
ら
の
離
脱
に
よ
っ
て
、

年
以
降
、
新
た
な
枠
組
み

が
発
効
す
る

年
ま
で
削
減

義
務
を
負
わ
な
い
も
の
の
、

国
際
競
争
力
の
維
持
な
ど
の

観
点
か
ら
今
後
も
対
策
を
推

し
進
め
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
こ
う
し
た
中
、
大
手
企

業
は
、
既
に
多
く
の
成
果
を

生
み
出
し
て
い
る
。

　
キ
リ
ン
ビ
ー
ル
は

年
ま

で
を
目
標
と
す
る
Ｃ
Ｏ
２
排

出
量
削
減
計
画
を

年
に
前

倒
し
で
達
成
し
た
。
工
場
で

使
う
燃
料
を
従
来
の
重
油
ボ

イ
ラ
か
ら
天
然
ガ
ス
ボ
イ
ラ

に
転
換
す
る
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
地
球
温
暖
化
対
策
が
奏

功
し
、

年
比

％
減
と
計

画
を
１

上
回
っ
た
。
今
後

は
削
減
目
標
を
一
層
引
き
上

げ
る
こ
と
も
視
野
に
入
れ
て

い
る
。

　
一
方
、
ラ
イ
オ
ン
は
Ｃ
Ｏ

２
排
出
量
削
減
に
関
す
る

年
実
績
で
、

年
の
目
標
を

前
倒
し
で
達
成
で
き
る
見
通

し
。
主
力
の
衣
料
用
粉
末
洗

剤
に
つ
い
て
生
産
工
程
の
改

善
を
継
続
的
に
実
施
し
た
ほ

か
、
石
油
か
ら
植
物
起
源
の

原
料
へ
の
切
り
替
え
を
推
進

し
た
。
物
流
面
で
も
モ
ー
ダ

ル
シ
フ
ト
を
積
極
化
し
た
こ

と
な
ど
が
実
を
結
ん
だ
。

　
Ｃ
Ｏ
２
削
減
を
中
心
に
、

さ
ま
ざ
ま
な
企
業
で
取
り
組

み
が
活
発
化
し
て
い
る
地
球

温
暖
化
対
策
。
コ
ス
ト
削
減

や
生
産
・
物
流
の
効
率
化
と

絡
み
な
が
ら
、
今
後
も
継
続

的
に
発
展
し
て
い
く
可
能
性

を
秘
め
て
い
る
。

　
日
本
は
京
都
議
定
書
で
、

２
０
０
８
―

年
度
平
均
の

温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
量
に

つ
い
て
基
準
年
度

原
則

年
度

比
６
％
の
削
減
義
務

を
負
っ
て
い
る
。
こ
の
う
ち

３
・
８
％
分
は
森
林
に
よ
る

二
酸
化
炭
素

Ｃ
Ｏ
２

吸

収
量
を
、
１
・
６
％
分
は
海

外
か
ら
購
入
し
た
排
出
枠

ク
レ
ジ
ッ
ト

で
対
応
す

る
計
画
の
た
め
、
実
質
的
な

国
内
排
出
量
の
削
減
幅
は
０

・
６
％
分
と
な
っ
て
い
る
。

　
た
だ
、
あ
ら
ゆ
る
部
門
で

削
減
努
力
が
続
け
ら
れ
て
い

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
現
状

は
厳
し
い
。
環
境
省
が
ま
と

め
た

年
度
の
温
室
効
果
ガ

ス
排
出
量

確
定
値

に
よ

る
と
、
産
業
部
門
の
Ｃ
Ｏ
２

排
出
量
が
京
都
議
定
書
の
基

準
年
度
比

・
５
％
減
と
大

幅
に
減
少
し
た
こ
と
な
ど
に

よ
っ
て
、
総
排
出
量
は
同
０

・
３
％
減
の

億
５
８
０
０

万

だ
っ
た
。

年
度
比
で

は
リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
後

に
後
退
し
た
景
気
が
回
復
基

調
と
な
り
背
景
に
産
業
部
門

の
排
出
量
が
増
加
し
た
他
、

猛
暑
厳
冬
で
電
力
消
費
が
増

え
、
４
・
２
％
増
と
な
っ

た
。

　
こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え

て
、
Ｃ
Ｏ
２
削
減
で
事
業
者

が
高
い
目
標
を
掲
げ
る
ケ
ー

ス
が
増
え
て
い
る
。
削
減
目

標
を
達
成
す
る
た
め
に
は
、

自
ら
行
う
削
減
努
力
に
加
え

て
、
各
種
の
排
出
量
取
引
制

度
を
活
用
す
る
こ
と
も
必
要

と
な
る
。
そ
の
代
表
例
が
、

経
済
産
業
省
や
環
境
省
、
農

林
水
産
省
が
制
度
所
管
者
と

な
っ
て
い
る
「
国
内
ク
レ
ジ

ッ
ト
制
度
」
と
「
オ
フ
セ
ッ

ト
・
ク
レ
ジ
ッ
ト
制
度

Ｊ

―
Ｖ
Ｅ
Ｒ

」
だ
。

　
こ
の
二
つ
の
制
度
が
、
統

合
に
向
け
て
動
き
だ
し
て
い

る
。
国
内
ク
レ
ジ
ッ
ト
制
度

は
、
経
済
産
業
省
、
環
境

省
、
農
林
水
産
省
の
３
省
が

所
管
。
中
小
企
業
が
大
企
業

か
ら
資
金
や
ノ
ウ
ハ
ウ
の
提

供
を
受
け
て
共
同
で
温
室
効

果
ガ
ス
の
排
出
量
削
減
に
取

り
組
み
、
削
減
分
を
ク
レ
ジ

ッ
ト
と
し
て
認
証
す
る
仕
組

み
だ
。
中
小
企
業
は
ク
レ
ジ

ッ
ト
の
売
却
収
入
を
得
ら
れ

る
一
方
、
大
企
業
は
自
社
で

定
め
た
削
減
目
標
の
達
成
に

活
用
で
き
る
。

　
一
方
、
環
境
省
が
所
管
す

る
Ｊ
―
Ｖ
Ｅ
Ｒ
は
、
国
内
の

温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
削
減

・
吸
収
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
実

現
し
た
削
減
・
吸
収
分
を
ク

レ
ジ
ッ
ト
と
し
て
認
証
す
る

制
度
。
カ
ー
ボ
ン
オ
フ
セ
ッ

ト
に
活
用
さ
れ
、
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
実
施
者
は
ク
レ
ジ
ッ

ト
の
売
却
に
よ
っ
て
収
益
を

確
保
で
き
る
。

　
両
制
度
と
も

年
度
末
に

認
証
や
発
行
の
期
限
を
迎
え

る
。
そ
こ
で
設
置
さ
れ
た
の

が
統
合
の
是
非
を
話
し
合
う

検
討
会
。
制
度
を
一
本
化
し

て
新
制
度
の
創
設
を
求
め
る

意
見
が
多
い
こ
と
を
踏
ま
え

て
、

年
度
以
降
の
制
度
の

あ
り
方
に
つ
い
て
議
論
を
重

ね
て
き
た
。

　
目
的
や
手
法
が
似
通
っ
て

い
る
両
制
度
だ
が
、
統
合
に

向
け
た
検
討
課
題
は
少
な
く

な
い
。
国
内
ク
レ
ジ
ッ
ト
制

度
は
大
企
業
が
ク
レ
ジ
ッ
ト

を
創
出
で
き
る
仕
組
み
で
は

な
い
他
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
の
購

入
者
を
決
め
た
上
で
申
請
す

る
。
一
方
、
Ｊ
―
Ｖ
Ｅ
Ｒ
は

ク
レ
ジ
ッ
ト
創
出
者
が
限
定

さ
れ
て
お
ら
ず
、
プ
ロ
バ
イ

ダ
ー
を
介
し
て
売
買
さ
れ
る

た
め
購
入
者
が
決
ま
っ
て
い

な
く
て
も
申
請
可
能
だ
。

　
検
討
会
の
取
り
ま
と
め
案

に
は
、
温
室
効
果
ガ
ス
の
排

出
量
削
減
活
動
に
よ
っ
て
創

出
さ
れ
た
ク
レ
ジ
ッ
ト
の
活

用
を
促
す
環
境
整
備
の
重
要

性
を
強
調
。
多
様
な
主
体
の

参
加
や
地
域
活
性
化
に
つ
な

が
る
よ
う
な
制
度
設
計
を
求

め
て
い
る
。

　
ま
た
、
両
制
度
が
併
存
し

て
い
る
現
状
で
は
、
事
業
者

が
ど
ち
ら
の
制
度
を
利
用
す

べ
き
か
分
か
り
に
く
い
と
指

摘
。
両
制
度
の
良
い
点
を
相

互
補
完
す
る
形
で
事
業
者
の

利
便
性
を
高
め
る
と
と
も

に
、
海
外
の
ク
レ
ジ
ッ
ト
制

度
と
の
互
換
性
な
ど
を
見
据

え
た
新
制
度
の
創
設
を
提
言

し
て
い
る
。

月
以
降
に
は

新
制
度
の
運
営
規
則
な
ど
を

審
議
し
、

年
４
月
か
ら
新

制
度
を
開
始
す
る
予
定
だ
。

　
ま
た
最
近
、
地
球
温
暖
化

対
策
を
目
的
と
す
る
仕
組
み

で
注
目
を
集
め
て
い
る
の

が
、
事
業
活
動
な
ど
で
排
出

さ
れ
た
Ｃ
Ｏ
２
を
、
他
の
Ｃ

Ｏ
２
の
吸
収
・
削
減
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
で
創
出
さ
れ
た
ク
レ

ジ
ッ
ト
と
相
殺
す
る
カ
ー
ボ

ン
オ
フ
セ
ッ
ト
。
東
日
本
大

震
災
の
発
生
を
機
に
、
被
災

地
を
支
援
す
る
ツ
ー
ル
と
し

て
Ｊ
―
Ｖ
Ｅ
Ｒ
の
活
用
が
進

ん
で
い
る
。

　
ク
レ
ジ
ッ
ト
の
対
象
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
想
定
す
る

の
は
、
森
林
バ
イ
オ
マ
ス
を

使
っ
た
ボ
イ
ラ
の
導
入
な

ど
。
被
災
地
で
創
出
さ
れ
た

ク
レ
ジ
ッ
ト
の
購
入
を
通
じ

て
現
地
に
資
金
が
行
き
渡
る

仕
組
み
が
定
着
す
れ
ば
、
カ

ー
ボ
ン
オ
フ
セ
ッ
ト
の
認
知

度
向
上
が
期
待
で
き
る
。


